
知的障害特別支援学級 自立活動 学習指導案 
 

日 時：令和６年１１月１５日（金）第５限 

指導者：松本 真子 

場 所：さなえ１組教室 

 

１ 題材名    「人と上手にかかわろう」 

 

２ 題材の目標   

（１）相手の言葉や表情、行動などから、相手が考えていることや感情を理解し、相手の意図を受け   

止めたり、自分の考えを適切に伝えたりすることができる。       【知識及び技能】 

（２）自分と他者の意図や感情について考え、他者の感情に配慮して自分の考えや感情を伝えるため 

に必要な方法について考えをもつことができる。      【思考力、判断力、表現力等】 

（３）具体的な場面で、自分の意図を伝えたり、相手の意図を理解したりして相手と適切にかかわる 

ことができる。                     【学びに向かう力、人間性等】 

 

３ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知相手の言葉や表情、行動などから

相手が考えていることを推測し

たり、感情を理解したりしてい

る。 

技相手の意図を受け止めたり、自分

の考えを伝えたりすることがで

きる。 

他者の立場を尊重し、他者の感情や

状況に配慮しながらも、自分の考え

や感情を伝えるために必要な方法

について考えをもっている。 

 

 

具体的な場面で相手の立場や状況、 

感情を配慮したかかわり方を考え、 

相手との適切なかかわり方を考え 

ている。 

 

４ 指導に当たって 

（１）生徒観 

   当日の指導案集をご覧ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教材観 

本題材は、特別支援学校学習指導要領 小学部・中学部学習指導要領（平成 29年 4月告示） 

第７章 自立活動 第２内容 

 

 

 

 

 

 

に関する指導を取り上げる。 

３ 人間関係の形成 

（１）他者とのかかわりの基礎に関すること。 

（２）他者の意図や感情の理解に関すること。 

６ コミュニケーション 

（２）言語の受容と表出に関すること。 



学校生活や将来の社会生活を営む上で、他者を思いやり、相手を大切にしながら自分の考え   

や気持ちを伝えることができるように本題材を設定した。また、他者とのかかわりの中で人間  

関係や年齢、場面に応じた適切な伝え方ができるよう、さまざまな場面を設定し学習する。 

 

（３）指導観 

日常的な場面を取り上げることで、それぞれの生徒が自分の困難さを受け止められるよう、 

どんな自分になりたいかを考えさせ、課題解決に向けた主体的な活動につなげる。また、他者 

とのかかわりの中で自分の思いを伝えられるようにするために、ペア活動を中心にロールプレ 

イや絵カードを取り入れ、状況の把握や自分の思いの表出、相手や場面にふさわしい表現方法 

について考えさせる。今後の学校生活や将来の社会生活においても、場や相手に応じたコミュ 

ニケーションが円滑にできるように、可視化して残したり、活用場面を意図的に設定したりし、 

実践につなげていきたい。また、対人関係における緊張や、考えを言葉にして目的に沿って話 

す緊張を軽減させるため、クロームブック等の情報機器を代替手段として使用することも選択 

できるようにしておく。 

 

５ 指導と評価の計画（総時数４時間） 

時間 学習活動 評価規準【観点】 

１ 相手の言葉や表情、行動などから相手が考えて

いることを推測したり、感情を理解したりす

る。 

相手の言葉や表情、行動などから相手が考えている

ことを推測したり、感情を理解したりしている。 

【知識】 

２ 自分の考えや感情を伝えるときに、他者の立場

を尊重し他者の感情や状況に配慮した伝え方

を考えている。 

他者の立場を尊重し、他者の感情や状況に配慮しな

がらも、自分の考えや感情を伝えるために必要な方

法について考えをもっている。 

【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】 

３ 具体的な場面で相手の立場や状況、感情を配慮

したかかわり方を考え、相手との適切なかかわ

り方を考える。 

具体的な場面で相手の立場や状況、感情を配慮した

かかわり方を考え、相手との適切なかかわり方を考

えている。【主体的に学習に取り組む態度】 

４ 相手の意図や気持ちを受け止め、自分の考えを

伝える。 

相手の意図を受け止めたり、自分の考えを伝えたり

することができる。【技能】 

 

６ 学校研究との関わり 

◇視点Ⅰ 生徒一人一人の可能性を引き出す工夫 

（１）身近な先生の動画を提示することで、話す人の言葉、表情、行動などからの感情や伝えた   

い思いを想像しやすくする。 

   （２）ペア活動やロールプレイを取り入れることで、多面的・多角的に考えられるようにする。 

  ◇視点Ⅱ 自己決定の場の工夫 

（１）多面的・多角的に考えた方法の中から、自分が実際にできそうなこと（やってみようと思 

うこと）を１つ決めて実践につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 生徒の実態と目標 

  当日の指導案集をご覧ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 本時の学習（第２時） 

（１）小題材名   「お互いに考えや気持ちを伝えよう」 

（２）本時のねらい  

   ・自分と他者の意図や感情について考え、他者の感情に配慮して自分の考えや感情を伝えるた  

めに必要な方法について考えをもつことができる。    【思考力、判断力、表現力等】 

・具体的な場面で、自分の意図を伝えたり、相手の意図を理解したりして相手と適切にかかわ  

ることができる。                     【学びに向かう力、人間性等】 

（３）本時の展開 

配

時 

○主な学習活動  ・予想される生徒の思考や発言  

下線生徒が ICT を活用する場面 

＊教師の関わり ◇研究の視点 

☆評価【観点】（評価方法） 

つ

か

む 

(10) 

○本時の課題を知る。 

○知っている先生の動画を見る。先生が同じ状況でも言葉遣

いや表情、声色が異なることを動画から読み取り、先生が

考えていることや気持ちを推測する。 

○相手の状況や先生の気持ちを確認した後、相手を意識し、

相手の気持ちを考えて自分の思いを伝えるにはどうすれば

よいかを考える。 

＊状況や感情を表す言葉をヒン

トとしてカードで提示する。 

 

◇視点Ⅰ（１） 

状況や場面の説明では流れが

わかるよう写真や簡潔な文を

使い、伝え方を考えやすくす

る。 

 

 
課題 自分の思いをうまく伝えるために大切なことは何だろう 



ふ

か

め

る 

(30) 

○「かわきたんボランティア」の活動を通して感じた能登の

被災者の方々への思いを書く（話す）。また、被災した人た

ちにどのようなメッセージを送ることができるのか考え

る。（緑丘中学校の生徒に向けて） 

 

 

 

 

 

 

○二人での会話や活動の中で自分が思ったことをどのように

伝えたらいいか、こんなときにはどのような伝え方がいい

かを考える。 

 

○伝えるときに気を付けたいことを考える。 

・「相手の思いを受け止めて言葉を伝えることは大切だな。」 

 

○伝えているところをビデオに撮り、振り返る。 

・「もっと大きな声で伝えたらいいな」「もっとゆっくり話し

てみよう」 

○撮り終えたビデオメッセージを見て確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊相手がどのような思いでいる

のかを想像しやすいよう、ヒン

トを提示し、それに対して自分

はどのような言葉を伝えたい

かを考えさせる。また、そのた

めにはどうしたらうまくいく

か、うまく伝わるかを一緒に考

え、考えの中から自分ができそ

うなことを選ばせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★生徒の実態に応じた手立て 

 当日の指導案集をご覧ください 

 

ま

と

め

る 

(10) 

○振り返りシートに記入する。 

 

 

 

 

 

＊ヒントカードを提示する。 

 

 

 

 

 

 

☆他者の立場を尊重し、他者の

感情や状況に配慮しながら

も、自分の考えや感情を伝え

るために必要な方法について

考えをもっている。 

【思考・判断・表現】 

【主体的に学習に取り組む態度】 

（ワークシート、クロームブック） 

本時のねらいを達成したときの生徒の姿 

・学校生活や社会生活を送る上で、他者とさまざまな場面でコミュニケーションをとる。その中

で他者を理解し、自分や相手の意図を的確に伝え合うことが大切だと気づいている。 

人権尊重の視点に立ち学習活動を行ったときの生徒の姿 

・お互いが相手を尊重し、適切に伝え合う方法を理解することで、コミュニケーションに対する

意欲を高め、積極的に他者とかかわろうとしている。コミュニケーションは、人間が社会生活

を送る上で欠かせないものであり、円滑な対人関係を社会参加や集団参加の基盤となることを

理解している。 

振り返り ・考えや気持ちをしっかりと相手に伝えることは大切だと分かった。      

・相手のことを意識して、相手の気持ちを考えながら伝えることも大切だと 

分かった。 


